
第
八
節

重
臣
会
議
と
管
領

室
町
幕
府
を
構
造
的
に
捉
え
る
と
、
守
護
勢
力
の
均
衡
の
上
に
将
軍
を
頂
く
形
で
成
立
し
て
い
る
政
権
で
あ
る（
１１９
）。
そ
の
有
力
守

護
の
勢
力
の
調
和
と
均
衡
を
保
障
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
重
臣
会
議
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
少
な
く
と
も
義
教
初
政
の
頃
ま
で
は
、

幕
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
地
位
と
権
限
を
付
与
さ
れ
た
管
領
を
中
枢
に
、
集
権
的
な
政
治
体
制
が
維
持
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
管
領
の
主
た
る
役
割
の
一
つ
に
守
護
間
の
利
害
調
整
が
あ
っ
た
。

管
領
制
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
一
論
考（
１２０
）
に
よ
る
と
、
室
町
幕
府
の
初
期
に
お
け
る
尊
氏
直
義
両
頭
政
治
に
表
現
さ
れ
る
将
軍
権
力

の
二
元
性
の
調
和
点
が
管
領
制
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
管
領
を
将
軍
の
執
事
と
政
務
の
長
官
と
を
併
せ
た
地
位
で
あ
る
と
規
定

し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
管
領
は
、
将
軍
権
力
が
独
走
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
役
割
も
担
い
、
時
に
は
ま
た
、
将
軍
に
諌
止
す
る
代
表

に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

義
満
か
ら
義
持
へ
と
継
承
さ
れ
た
管
領
制
は
義
教
に
至
っ
て
変
化
す
る
。
将
軍
御
前
沙
汰
体
制
が
と
ら
れ
親
裁
権
が
強
化
し
た
こ
と

に
よ
る
。
そ
の
結
果
、
管
領
の
力
が
相
対
的
に
弱
体
化
し
、
そ
の
存
在
の
影
が
薄
く
な
る
が
、
基
本
的
に
は
管
領
制
で
あ
り
、
管
領
が

将
軍
を
補
佐
し
幕
臣
の
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

将
軍
側
か
ら
み
れ
ば
、
守
護
層
の
代
弁
者
た
る
管
領
と
協
調
関
係
に
あ
る
こ
と
は
政
権
を
維
持
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
幕
府
の
遵
行
体
制
（
上
意
下
達
・
下
意
上
達
）、
即
ち
、
管
領
・
守
護
・
守
護
代
・
守
護
使
節
と
い
っ
た
ル
ー
ト
の
中
で
守
護
が

果
た
す
役
割
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

義
教
は
、
弱
体
化
し
た
管
領
制
を
一
方
に
保
持
し
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
は
、
幕
府
行
政
事
務
官
た
る
奉
行
人
層
に
着
目
し
、
将
軍

へ
の
権
力
集
中
を
計
っ
た
。
義
教
が
将
軍
に
就
任
し
て
三
年
ほ
ど
経
過
し
た
時
分
、
つ
ま
り
、『
御
前
落
居
記
録
』
が
作
成
さ
れ
始
め

た
頃
に
は
、
奉
行
人
は
、
早
く
も
義
教
専
制
体
制
を
担
う
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
た
。
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将軍 

各
国
守
護 

地
頭
御
家
人 

宿
老
会
議 

（
非
制
度
的
） 

奉
公
衆 

近
習 

問
注
所 

（
文
書
の
保
管
） 

稲
村
公
方 

地方 中央 地方 

注１　宿老会議は非制度的な機関であり、義持期に創設されたと考えられている。 
注２　宿老会議（重臣会議）では、幕政の重要事項が管領主宰により決定された。 
注３　応永７年（１４００）、大崎（斯波）満持を奥州探題に補任、この時から奥州探題と称されるようになった。 
注４　応永２年（１３９５）、今川了俊が九州探題職を解任され、以後渋川氏が探題に任命される。しかし、 
　応永３０年（１４２３）、少弐満貞に敗れて以後は衰退。 

図8　義教将軍就任以前の幕府機構図   

管
領 

（
評
定
・
引
付
） 

関
東
管
領 

（
山
内
・
扇
谷
・
犬
縣
） 

政
所 

侍
所 

鎌
倉
府 

篠
川
公
方 東

国
守
護 

小
侍
所 

地
方 

管
領
政
所 

賦
奉
行 

奥
州
探
題 

九
州
探
題 

抑
々
、
室
町
幕
府
が
貞
治
元
年
（
一
三
六

二
）
に
管
領
を
設
置
し
、
そ
の
地
位
権
限
を

強
化
す
る
に
及
ん
で
、
評
定
・
引
付
は
管
領

制
度
の
中
に
吸
収
さ
れ
た
。
管
領
が
専
権
を

振
る
っ
た
の
は
、
義
満
幼
少
時
の
細
川
頼
之

と
斯
波
義
将
の
二
管
領
ぐ
ら
い
だ
が
、
管
領

に
支
え
ら
れ
た
義
持
時
代
（
応
永
年
間
）
も

鎌
倉
府
の
抵
抗
を
除
け
ば
、
比
較
的
安
定
し

た
時
期
が
続
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
義
教
専
権
時
代
の
前
、
義
持

時
代
が
ど
の
よ
う
な
政
権
で
あ
っ
た
か
を
知

っ
て
お
く
こ
と
は
、
次
の
義
教
期
を
分
析
す

る
う
え
に
役
立
つ
。
そ
こ
で
次
に
、
義
持
政

権
の
特
色
を
少
述
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
管
領
政
治
の
典
型
的
な
形
は
、
四

代
将
軍
義
持
時
代
と
見
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺

世
祐
は
、
こ
の
時
期
を
管
領
及
び
宿
老
政
治

と
規
定
し
た
。

義
満
の
死
後
、
義
持
は
宿
老
斯
波
義
将
の

強
力
な
支
援
に
よ
っ
て
四
代
将
軍
の
座
に
就
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い
た
人
物
で
、
彼
の
政
治
は
終
始
、
管
領
や
宿
老
の
意
見
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。

義
持
は
、
重
要
懸
案
の
決
定
に
関
し
て
は
、
宿
老
ら
の
合
議
に
よ
る
意
見
（
決
定
）
に
委
ね
る
政
治
運
営
を
行
な
っ
た
。
彼
の
治
世

は
、
総
体
的
に
は
安
定
し
た
政
権
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
総
体
的
安
定
の
政
治
運
営
を
推
進
で
き
た
理
由
は
、
勿
論
、
義
持
自
身
の
個
性

や
器
量
に
も
よ
る
が
、
ブ
レ
イ
ン
満
済
の
政
治
的
手
腕
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
来
、
義
持
は
信
仰
心
に
厚
く
、
御

祈
と
参
詣
に
明
け
暮
れ
る
将
軍
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
御
祈
を
通
し
て
満
済
と
義
持
は
接
近
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
最
大
懸
案
は
、
関
東
と
の
確
執
で
あ
っ
た
が
、
管
領
・
宿
老
・
満
済
ら
の
意
見
と
合
意
に
よ
り
政
策
を
決
定
し
て
い
る

状
況
は
、
義
持
政
権
の
特
色
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
室
町
幕
府
は
、
奥
州
管
領
・
鎌
倉
府
・
九
州
探
題
を
置
き
、
辺
境
分
治
策
を
と

っ
て
い
た
が
（
図
８
「
義
教
将
軍
就
任
以
前
の
幕
府
機
構
図
」
参
照
）、
就
中
、
関
東
の
持
氏
と
の
確
執
は
永
享
の
乱
終
結
ま
で
続
い
た
の

で
あ
る
。

義
持
期
に
起
き
た
、
側
近
富
樫
満
成
や
赤
松
持
貞
失
脚
事
件
は
、
強
力
化
す
る
側
近
勢
力
を
恐
れ
た
重
臣
（
宿
老
）
ら
に
よ
る
疑
獄

事
件
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
や
、
義
円
（
六
代
将
軍
義
教
）
嗣
立
時
の
義
持
と
重
臣
ら
と
の
や
り
と
り
の
経
緯
に
は
、
将
軍
と
管
領
・
重

臣
会
議
の
関
係
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

義
円
が
次
期
将
軍
に
嗣
立
さ
れ
た
過
程
は
、『
満
済
准
后
日
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
義
持
の
管
領
重

視
の
政
治
形
態
に
修
正
を
加
え
、
将
軍
専
制
を
め
ざ
し
た
の
が
、
重
臣
ら
に
よ
る
く
じ
で
選
出
さ
れ
た
同
母
弟
の
義
円
（
義
教
）
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
義
教
は
、
将
軍
親
裁
権
を
強
化
し
、
直
接
裁
判
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
管
領
の
権
限
は
縮
少
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
論
文
で
は
、
追
求
を
省
略
し
て
い
る
が
、
義
教
が
有
力
守
護
弾
圧
政
策
を
遂
行
し
た
事
実
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
守

護
家
家
督
相
続
へ
の
介
入（
１２１
）
や
、
一
色
義
貫
・
土
岐
持
頼
ら
を
誅
殺
し
た
事
件
等
が
示
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

義
教
は
、
将
軍
就
任
早
々
の
時
期
に
お
い
て
は
、
管
領
（
畠
山
満
家
）
に
対
し
、
か
な
り
従
順
的
に
行
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
斯
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波
義
淳
に
交
代
し
て
後
、
明
確
な
理
由
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
管
領
職
を
上
表
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
上
表
理
由
に
つ

い
て
は
、
不
安
定
な
斯
波
氏
の
領
国
経
営
が
そ
の
理
由
と
す
る
説
等
諸
説
あ
る
が
、
こ
の
時
の
斯
波
義
淳
の
立
場
を
案
ず
る
に
、
こ
れ

は
将
軍
・
重
臣
会
議
・
管
領
の
三
者
の
関
わ
り
に
お
け
る
力
関
係
が
、
そ
の
因
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
上
は
「
非
器
」
が
上
表
理
由
に

な
っ
て
は
い
る
が
、
真
の
理
由
は
、
進
行
を
は
じ
め
た
新
将
軍
専
制
体
制
へ
の
抵
抗
で
あ
ろ
う
。
義
教
の
統
治
権
力
が
強
化
す
る
こ
と

は
、
管
領
権
力
の
削
滅
に
連
動
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

義
教
の
管
領
抑
止
策
は
、
直
接
的
に
は
、
重
臣
会
議
に
お
け
る
管
領
の
地
位
低
下
を
招
く
結
果
に
な
っ
た
。
反
面
、
重
臣
層
の
発
言

力
（
意
見
）
を
強
化
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
領
国
経
営
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
荘
園
保
護
策
を
基
本
と
す
る
幕
府
の
方
針

は
、
守
護
大
名
の
分
国
統
治
策
と
相
反
す
る
結
果
に
な
り
、
管
領
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
却
っ
て
領
国
経
営
を
困
難
に
し
不
利
を

き
た
す
危
険
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
斯
波
義
淳
の
管
領
職
上
表
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
う
い
っ
た
点
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

抑
々
、
室
町
時
代
に
お
け
る
重
臣
会
議
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
重
臣
会
議
の
機
能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
佐
藤
進
一
、
今
谷

明
の
論
考
で
あ
る（
１２２
）。
重
臣
会
議
の
役
割
に
は
、
将
軍
と
管
領
の
政
務
決
定
を
正
当
化
し
、
補
助
す
る
面
と
、
将
軍
と
管
領
へ
の
権

力
集
中
を
阻
止
す
る
面
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

重
臣
会
議
は
制
度
的
な
幕
府
の
組
織
で
は
な
い
。
非
制
度
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
合
議
体
は
室
町
幕
府
初
期
の
頃
よ
り
存
在
し
た

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
実
体
が
判
明
す
る
も
の
は
少
な
い（
１２３
）。

と
こ
ろ
が
、
義
持
・
義
教
期
に
お
け
る
重
臣
層
の
行
動
は
活
発
で
、
将
軍
か
ら
も
多
く
の
諮
問
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
重
臣
会
議
の

実
状
を
『
満
済
准
后
日
記
』
と
『
建
内
記
』
は
よ
く
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
中
に
、「
大
名
」
と
か
、「
諸
大
名
」
と
い
っ
た
文

言
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
有
力
者
と
か
守
護
と
い
っ
た
一
般
的
な
意
味
合
い
と
は
異
な
る
。「
管
領
己
下
諸
大
名
」、「
諸
大
名
意
見

廿
五
日
披
露
云
々
」、「
被
仰
諸
大
名
等
云
」（
１２４
）
に
あ
る
如
く
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
大
名
を
指
し
て
い
る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
室
町

幕
府
義
教
期
に
お
け
る
最
も
重
要
な
重
臣
（
構
成
員
）
を
考
え
る
に
、
機
密
性
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
場
合
、
二
通
り
あ
っ
た
と
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思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
応
永
三
十
五
年
正
月
十
七
日
、
御
相
続
の
仁
體
に
つ
き
條
々
談
合
し
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
管
領
（
畠
山
）・

斯
波
・
細
川
・
山
名
・
畠
山
（
庶
流
）・
細
川
（
庶
流
）・
満
済
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
義
円
を
嗣
立
し
そ
の
後
の
幕
府
の

政
治
体
制
を
作
っ
て
い
っ
た
面
々
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
三
管
領
四
職
の
家
と
い
う
家
格
の
ク
ラ
ス
が
加
わ
っ
て
、
右
の
メ
ン
バ
ー
に
赤
松
・
一
色
も
参
加
す
る
。
以
上
は
、

『
満
済
准
后
日
記
』
の
満
済
個
人
の
記
載
か
ら
得
た
考
察
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
重
臣
会
議
の
主
導
者
は
、
管
領
と
満
済
で
あ
り
、「
外
様
と
内
々
」
の
様
相
を
呈
す
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
表
向
の
「
公
式
」
と
こ
れ
に
相
対
す
る
「
非
公
式
」
の
意
味
を
呈
す
る
。
つ
ま
り
、
表
向
の
顔
が
管
領
、
非
公
式
の
内
々
の
顔
が

満
済
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
席
回
数
か
ら
分
析
す
る
と
管
領
が
上
位
と
な
る
が
、
こ
れ
は
管
領
と
い
う
地
位
か
ら
く
る
も
の
で
、
特

に
将
軍
義
教
か
ら
の
信
頼
度
が
高
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
会
議
の
場
所
も
管
領
亭
の
場
合
が
散
見
で
き
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
庶
流
家
の
畠
山
満
則
（
満
慶
と
も
名
乗
る
、
能
登
守
護
家
）・
細
川
讃
岐
守
（
満
久
）
等

が
重
臣
会
議
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
満
則
が
没
す
る
と
、
こ
の
家
に
は
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
七
月
一
日
ま
で
一

回（
１２５
）
の
召
集
も
な
い
。
こ
の
時
期
（
嘉
吉
元
年
）
は
、
満
則
の
息
義
忠
の
代
に
な
っ
て
い
た
が
、
七
月
一
日
に
は
じ
め
て
、
畠
山
家

督
（
本
家
一
流
）
に
つ
い
て
の
諮
問
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
義
忠
に
と
っ
て
は
重
要
な
一
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
斯
波
義
淳
（
嫡
流
家
）
が
没
す
る
と
、
永
享
五
年
を
最
後
に
斯
波
家
の
参
画
が
見
え
な
く
な
る（
１２６
）

と
い
っ
た
状
況
は
、
元
々
、
重
臣
会
議
が
非
制
度
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
こ
こ
へ
の
出
席
は
、
個
人
的
に
将
軍

の
信
頼
度
が
厚
か
っ
た
者
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
満
済
の
日
記
に
は
、
宿
老
の
畠
山
満
家
・
山
名
時
熙
が
比
較
的
よ
く
登

場
す
る
。
彼
ら
と
は
実
に
円
滑
な
や
り
と
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
重
臣
会
議
へ
の
参
画
に
関
し
て
も

専
制
君
主
義
教
の
恣
意
性
が
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
却
っ
て
、
当
時
、
幕
府
重
臣
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
に
は
大

き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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表3　重臣一覧（義教在位の頃） 

大
安
元
 

　
　
三
 

　
　
二
 

嘉
吉
元
 

　
十
二
 

　
十
一
 

　
　
十
 

　
　
九
 

　
　
八
 

　
　
七
 

　
　
六
 

　
　
五
 

　
　
四
 

　
　
三
 

　
　
二
 

永
享
元
 

正
長
元
 

 １４２８ １４２９ １４４１ １４４４ 

畠山満家 
（管領在籍） 

斯波義淳 
（管領在籍） 

細川持元 

細川持之 
（管領在籍） 

細川満久 

畠山満則 

山名時煕 

赤松満祐 

一色義貫 

三宝院満済 

号 

年 

名 

注１　　印は、正月に松拍子の沙汰をしたことを示す。 
注２　重臣クラスは三管四職の家のみではない。　　　　　　は、管領就任期間を表わす。 
〈参考文献〉『満済准后日記』。 

松 

松 

松 

松 

松 

松 

５/９/１９没 

１/８/２４ 

５/１２/１没 
４/１０/１０ 

２/７/１４没 

２/６/２９ 
４/１０/２２ 

２/９/２８没 

４/４/２７没 

７/７/４没 

１/９/１０没（嘉吉の変） 

１２/５/１５没（誅殺） 

７/６/１３没 

２/８/４没 

重
臣
会
議
で
検
討
さ
れ
た
意
見
や
意
見
状

は（
１２７
）、
幕
政
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
右
筆
方
意
見
が
、
評
議
結
果
を

全
員
一
致
の
形
で
上
申
さ
れ
た
の
に
対
し
、

重
臣
の
意
見
は
、
一
大
名
一
意
見
の
形
で
将

軍
に
披
露
さ
れ
、
相
違
意
見
も
各
々
併
記
さ

れ
た（
１２８
）。
使
者
を
使
っ
て
の
意
見
の
や
り

と
り
も
重
臣
間
に
は
認
め
ら
れ
、
申
次
を
通

し
て
の
具
申
も
あ
っ
た
。（
こ
の
方
法
は
、
重

臣
の
意
見
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
管
領
の
地
位

を
、
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。）

し
か
し
な
が
ら
、
重
臣
会
議
の
メ
ン
バ
ー

中
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
満
済
で
、
里
坊

の
京
都
法
身
院
で
会
議
を
行
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
実
に
そ
の
心
配
り
に
は
乳
父
の
如
き

感
が
あ
る
。
彼
は
内
々
の
儀
に
徹
し
、
義
教

か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
意
見
上
申
を

き
わ
め
て
勇
敢
に
、
正
確
に
し
て
い
る
が
、

余
り
自
分
か
ら
進
ん
で
口
入
を
し
て
い
る
様
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子
は
な
い
。
大
名
間
の
周
旋
役
、
祈
祷
の
仕
切
役
に
徹
し
て
い
る
。
ま
た
、
義
教
の
満
済
へ
の
信
頼
度
は
抜
群
で
、
朝
廷
関
係
、
関
東

の
こ
と
、
故
実
等
々
、
個
人
的
に
も
諮
問
が
下
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、「
可
申
管
領
旨
被
仰
出
了
」
と
あ
っ
て
、
形

式
的
に
は
管
領
を
立
て
て
い
る
義
教
の
配
慮
も
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
、
将
軍
の
諮
問
が
な
く
て
も
重
臣
側
か
ら
自
主
的
に
意
見
具
申
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
重
臣
側
か
ら
上
申
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
将
軍
の
意
味
の
な
い
独
走
を
牽
制
す
る
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
将

軍
へ
の
諌
言
、
愁
訴
な
ど
が
そ
の
例
と
な
る
。
将
軍
の
命
令
が
重
臣
ら
の
判
断
を
超
え
る
よ
う
な
厳
罰
だ
っ
た
り
し
た
時
に
み
ら
れ
る
。

例
を
あ
げ
る
と
、
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
十
一
月
の
赤
松
持
貞
事
件（
１２９
）
に
見
え
る
処
罰
、
永
享
六
年
十
二
月
の
山
門
騒
動

処
分（
１３０
）
な
ど
に
重
臣
ら
の
意
見
請
願
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
重
臣
や
満
済
ら
が
活
躍
し
て
い
た
間
は
、
円
滑
に
機
能
し
た
重
臣

会
議
で
あ
っ
た
が
、
義
教
が
信
頼
し
て
い
た
畠
山
満
家
が
永
享
五
年
九
月
没
、
山
名
時
熙
が
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
七
月
没
、
畠
山

満
則
が
永
享
四
年
四
月
没
、
斯
波
義
淳
が
永
享
五
年
十
二
月
没
、
細
川
持
元
が
正
長
二
年
（
九
月
改
元
）
七
月
没
、
そ
し
て
満
済
が
永

享
七
年
六
月
十
三
日
卯
刻
、
金
剛
輪
院
の
御
学
門
所
で
臨
終
と
な
り
、
義
教
の
政
務
体
制
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
表

３
参
照
）。

さ
て
、
義
教
期
に
お
け
る
重
臣
会
議
の
議
題
は
、
幕
政
に
お
け
る
最
重
要
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。

�

関
東
公
方
を
は
じ
め
と
す
る
守
護
の
武
力
紛
争
の
解
決

�

幕
府
財
政

�

重
要
人
事

�

制
度
や
儀
礼
の
検
討
と
実
行

右
の
よ
う
な
重
要
テ
ー
マ
は
重
臣
会
議
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
が
、
他
方
、
荘
園
内
諸
階
層
そ
の
他
有
徳
人
な
ど
、
利
害
（
損
得
）

関
係
を
テ
ー
マ
と
す
る
よ
う
な
懸
案
は
、
大
略
御
前
沙
汰
が
主
導
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
御
前
落
居
記
録
』、『
御
前
落
居
奉
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書
』
の
中
に
如
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
前
沙
汰
の
導
入
が
管
領
の
立
場
を
決
定
的
に
変
化
さ
せ
た
。（
義
持
時
代
に
は
、
こ
れ

ら
の
懸
案
を
管
轄
し
て
い
た
の
は
管
領
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。）

重
臣
会
議
と
将
軍
の
間
に
挟
ま
っ
た
管
領
の
役
割
が
曖
昧
に
な
り
、
そ
の
立
場
が
形
式
的
な
も
の
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
満
済

の
日
記
か
ら
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
に
も
管
領
斯
波
義
淳
の
上
表
問
題
が
勃
発
す
る
因
が
存
在
し
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

前
時
代
に
は
管
領
が
主
導
し
て
い
た
引
付
業
務
が
、
将
軍
が
主
導
す
る
御
前
沙
汰
体
制
内
へ
移
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
反
面
、

煩
瑣
な
訴
訟
の
業
務
は
従
来
ど
お
り
管
領
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
管
領
は
将
軍
元
服
、
御
参
内
始
等
、
幕
府
典
礼
に
は
従
来
通
り
、
幕
府
最
高
指
導
者
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
。「
次
今
夜
御
元
服
之
後
、
管
領
一
人
ニ
可
被
下
御
剣
之
條
、
可
宜
歟
之
由
御
尋
間
、
尤
可
然
旨
申
入
了
」（
１３１
）
と
あ

る
如
く
、
名
目
的
に
は
相
変
わ
ら
ず
、
第
一
人
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

政
務
関
係
で
も
同
様
な
見
解
が
で
き
る
。
管
領
の
立
場
は
実
に
表
面
的
で
形
式
的
で
あ
る
。
評
定
始
、
御
前
沙
汰
始
な
ど
の
儀
式
に

は
必
ず
出
席
し
て
い
る
が
、
将
軍
御
前
で
の
伺
事
に
は
管
領
は
同
席
し
て
い
な
い
。
又
、
重
臣
会
議
に
お
い
て
も
必
ず
出
席
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
事
後
報
告
を
受
け
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
管
領
が
重
臣
会
議
に
よ
っ
て
実
権
を
奪
わ
れ
て
い
く
様
や
、
義
教
が
管
領

を
飛
び
越
え
て
、
重
臣
ら
に
諮
問
す
る
事
実
は
、
管
領
の
政
務
上
で
の
後
退
を
意
味
し
た
。

管
領
の
上
表
は
、
現
状
に
対
す
る
不
満
の
表
現
の
一
つ
と
見
る
が
、
既
述
斯
波
義
淳
の
他
に
も
同
じ
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
将
軍
義
政
の
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
五
月
丗
日
、
細
川
右
京
兆
（
勝
元
）
の
上
表
を
『
康
富
記
』
が
伝
え
て
い
る
。「
密
語

云
」
と
か
、「
風
聞
説
」、「
未
知
其
真
実
」
と
い
う
い
か
に
も
「
中
世
の
う
わ
さ
」
と
い
っ
た
書
き
方
で
は
あ
る
が
一
つ
の
情
報
に
は

な
る
。
こ
の
例
は
管
領
が
、
上
意
を
伺
わ
ず
、
あ
る
い
は
俄
の
成
敗
を
も
っ
て
、
奉
書
・
御
教
書
を
発
給
す
る
こ
と
に
対
し
、
一
応
公

方
を
経
る
べ
し
と
い
う
将
軍
の
仰
に
対
す
る
拒
絶
反
応
が
、
上
表
と
い
う
形
の
自
己
主
張
で
あ
っ
た
と
先
引
史
料
『
康
富
記
』
は
記
し

て
い
る
。
上
表
と
い
う
抵
抗
の
一
手
を
行
使
で
き
た
管
領
の
態
度
に
も
一
考
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
結
末
は
、
義
政
の
申
入
れ
で
撤
回
に
な
る
が
、
こ
の
時
分
は
、
改
名
前
の
将
軍
義
成
（
一
八
歳
）
の
頃
で
側
近
ら
の
動
き
も
気
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に
な
る
。
義
政
（
義
成
）
が
専
制
体
制
に
入
る
の
は
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。

義
教
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
将
軍
権
力
が
強
化
さ
れ
る
と
、
管
領
の
力
は
弱
ま
る
。
逆
に
義
満
・
義
勝
幼
少
時
の
如
き
例
も
あ
る
。

そ
の
権
力
行
使
と
い
う
点
に
お
い
て
は
反
比
例
の
感
が
あ
る
。

一
方
、
幕
府
の
全
国
支
配
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
と
、
守
護
に
よ
る
領
国
経
営
の
安
定
を
以
て
、
将
軍
権
力
も
、
幕
政
の
安
定
も

実
現
さ
れ
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
将
軍
と
守
護
勢
力
の
協
調
か
ら
、
管
領
が
創
出
さ
れ
、
こ
れ
を
支
え
た
の
が
重
臣
会
議
（
合

議
制
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
管
領
及
び
重
臣
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
単
に
幕
臣
の
最
有
力
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
守
護
達
の
代

表
者
、
つ
ま
り
将
軍
と
幕
府
諸
機
関
と
の
間
、
及
び
将
軍
と
全
武
士
層
の
間
の
媒
介
を
な
す
と
共
に
幕
府
支
配
に
お
け
る
緩
衝
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る（
１３２
）。
こ
の
観
点
が
把
握
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
真
の
室
町
幕
府
の
性
格
が
見
え
て
く
る
と
私
は
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
室
町
幕
府
が
存
続
し
た
、
そ
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
当
時
の
幕
府
首
脳
陣
の
思
想
、
遠
国
融

和
政
策
を
書
き
記
し
て
置
き
た
い
。

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）、
大
内
対
大
友
の
争
乱
に
つ
い
て
義
教
か
ら
対
策
の
諮
問
を
請
け
た
前
管
領
畠
山
満
家
の
答
申
で
あ
る
。

（
略
）
遠
国
事
ヲ
ハ
少
々
事
雖
不
如
上
意
候
、
ヨ
キ
程
ニ
テ
被
閣
之
事
ハ
非
当
御
代
計
候
、
等
持
寺
殿
以
来
代
々
此
御
計
ニ
テ
候

ケ
ル
由
傳
承
様
候
、
尤
又
殊
勝
存
云
々
（
略
）（『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
四
年
三
月
十
六
日
条
）

嘉
吉
の
乱
以
後
、
幼
少
将
軍
が
そ
の
任
に
あ
っ
て
も
、「
御
政
道
事
、
為
御
代
官
於
管
領
右
京
兆
之
許
被
執
行
之
」（
１３３
）
と
あ
っ
て
、

管
領
制
の
中
で
足
利
政
権
が
存
続
し
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
後
、管
領
は
常
置
の
職
で
は
な
く
な
り
、将
軍
就
任
な
ど

の
行
事
の
際
に
臨
時
に
置
か
れ
る
、
ま
さ
に
儀
式
用
の
役
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
細
々
と
管
領
職
は
明
応
の
政
変
の
頃
ま
で
は

存
続
し
た
。

重
臣
会
議
は
、
大
名
間
の
勢
力
均
衡
を
保
障
す
る
と
い
う
役
割
を
、
義
政
初
政
期
の
頃
ま
で
は
担
い
続
け
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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